
 

取り組み方針 

4 
【環境目標 2】循環型社会をつくる 

 廃棄物を減らすまち 
  環境課題 

○ 燃やすごみの量はここ数年減少していますが、最近注目されているプラ

スチックごみや食品ロスなどへの対策を含め、循環型社会の構築に向け

てさらなるごみの減量を図ることが必要です。 

 

 

 

  数値目標   
指標名 

現状値 

（2021(R3)年度) 

中間目標 

（2027(R9)年度） 

最終目標 

（2032(R14)年度) 

ごみ総排出量 

[定義] 市内から１年間に発生するごみの総量 
39,642t/年 

39,136t/年 

（2026 年度） 

37,550t/年 

（2031 年度） 

家庭系燃やすごみの排出量 

[定義] 家庭系燃やすごみの排出量 
23,711t/年 

22,579t/年 

（2026 年度） 

21,303t/年 

（2031 年度） 

1 人 1 日あたりの燃やすごみの量 

[定義] 可燃物の量／人口／365 日 
471g/人･日 

458g/人･日 

（2026 年度） 

443g/人･日 

（2031 年度） 

廃食用油回収量 

[定義] 1 年間に回収した廃食用油の量 
33,050ℓ/年 33,000ℓ/年 33,000ℓ/年 

  市の環境施策 ◆印は重点取り組み 
①ごみを減らす 

◆ グリーンコンシューマーをはじめ、ごみ減量につながるライフスタイルの見直し

について意識啓発を図ります。 

環境課 

◆ ごみ処理施設等の見学会を開催し、ごみ減量意識の向上を図ります。 環境課 

◆ ごみ減量出前講座やごみ減量説明会を開催します。 環境課 

◇ ごみ処理費用やごみの量について、他市町との比較などを公表することにより、

ごみ減量意識の向上を図ります。 

環境課 

◇ ごみ処理の有料化について、調査・検討します。 環境課 

◆ 「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」に関して、使い捨てプラ

スチックの使用抑制、詰め替え商品の奨励、簡易包装の促進のほか、市民に分か

りやすい分別ルールの普及啓発を行い、プラスチック資源収集量の拡大を図りま

す。 

環境課 

◆ 食品ロスを減らすために、食材を無駄にしない買物方法、食べ残しが出ない調理

方法、食べきり運動、生ごみの水切りなどを促進します。 

環境課   ３ 

２ 

１ 



②資源を再使⽤・再利⽤する 

◇ 再使用できる製品を積極的に購入するとともに啓発を行います。 出納室 

◇ 再使用可能な容器等の利用を促進します。 学校給食課 

◇ 放置自転車のリサイクル及び資源化を進めます。 くらし安全課 

◇ 剪定枝葉等のチップ化等による資源化を推進します。 環境課・河川課 

都市整備課 

③分別回収して資源化する 

◇ 生ごみ処理機を活用し、生ごみの堆肥化を推進します。 学校給食課 

◆ コンポストや生ごみ処理機の普及、新たな生ごみ処理容器の実証事業など、生ご

みの再利用に関する各種施策を推進します。 

環境課 

◇ 「食品リサイクル法」についての普及啓発を行います。 環境課 

◇ ミニステーションやリユース古着ボックスなどのリサイクル拠点を設置し、積極

的に PR することで資源ごみの再利用を促進します。 

環境課 

◇ ミニステーションは利用者の希望などを反映して、回収品目などを検討します。 環境課 

◆ 雑がみや容器包装プラスチックの回収を進めます。 環境課 

◇ 古紙等の回収を促進する古紙等資源回収奨励金の制度を推進します。 環境課 

◇ 分別したごみの処理方法の情報提供を行います。 環境課 

◇ 廃食用油回収によるリサイクルを推進します。 環境課 

◇ 使用済小型家電を回収し、リサイクルを推進します。 環境課   市⺠・事業者の取り組み ◆印は重点取り組み 市民 事業者 

①  不要なものは買わないようにして、物を大切に使用します。 ◆ ◇ 

 ごみ減量の意識を持ち、買い物時はエコバッグを使用するとともに、商品の過剰

包装を断ります。 
◇  

 過剰包装を見直します。  ◇ 

 事業ごみを減らします。  ◆ 

 ごみ減量出前講座やごみ減量説明会に参加します。 ◆  

 プラスチックごみを減らすため、使い捨てプラスチックの使用自粛、詰め替え商

品や簡易包装の選択などを行います。 
◆ ◆ 

 食品ロスを減らすために、食材を無駄にしない買物方法、食べ残しが出ない調理

方法、食べきり運動などを行います。 
◆ ◆ 

②  生ごみの水切りを徹底するとともに、堆肥化して活用します。 ◆ ◇ 

 リサイクルショップやフリーマーケットなどのリユースイベントを活用します。 ◇ ◇ 

 再利用できる製品を販売・購入します。 ◆ ◇ 

③  プラスチックごみ、紙ごみ、その他のごみをしっかり分別します。 ◆ ◆ 

 ごみステーション（ごみ集積場所）の適正な管理に協力します。 ◇  

 事業活動に伴うごみは責任を持って処理します。  ◆ 

 廃食用油回収への協力をします。 ◆  

４ 


